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BCG接種後の潰瘍の手当は，どうすればよいでしょうか。

接種後１カ月くらい経ちますと，管針の針痕に相当するところ一つ一つが小さい独立した膿疱に

なったり，かさぶたをつくったりしますが，これらは通常の反応であって，特別な処置は必要ありません。

局所をいじったり引っ掻いたり，かさぶたをはがしたりしないように被接種者又は保護者に注意し，局所を

清潔に保っていれば十分です。

　一つ一つの膿疱が融合して全体に大きい膿疱になったり，局所を引っ掻いて他の細菌の混合感染を起こし

たりした場合は，５～10％程度のリファンピシン軟膏を局所に塗布したり抗菌薬入り軟膏で混合感染を治

療することもありますが，このような場合はごく少数です。

BCGワクチンがなかなか溶けなくて，溶かすのに時間がかかってしまいます。また均

一に溶けないので困っています。

　溶剤（生理食塩水）を全量一気に入れてしまったり，溶剤がワクチンに十分滲み込まないうちに

アンプルを振ってしまった時などに懸濁できないことがあります。

　集団接種用のワクチン（80mg製品，40mg製品）では，溶剤はまず約1/2をアンプルの内壁を伝わらせ

静かに注入し，そのまま２～３分静置してワクチンを均等に十分湿らせます。次いで残量を加え，泡をたて

ないよう静かに振ってください。多少時間がかかることはあるかもしれませんが，均等な懸濁液ができます。

　１人用ワクチンでは，全量の溶剤をゆっくりアンプルの内壁に伝わらせて静かに注入し，同様に２～３分

静置してワクチンを均等に十分湿らせ，泡を立てないよう静かに振って，懸濁します。

　なお，アンプルをカットするときに，消毒に使ったアルコールがアンプル内に入ると，溶けなくなります

ので，アルコールが入るような操作は絶対に避けてください。

BCG接種後，腋窩リンパ節腫大がみられたときは，どう対処したらよいでしょうか。

３カ月児にBCG接種を行い，１～２カ月後に触診するとリンパ節の腫大が認められることがあり，

その頻度は約１％といわれています。大きさも大きいもので２cm程度までで，次第に縮小し，自然に治癒

します。この程度のリンパ節腫脹はBCG接種後の正常反応と考えられる範囲内のもので，異常な反応と考

えなくてよいでしょう。抗結核剤の内服等の治療も必要ありません。

　リンパ節の大きさは時とともに変化し，また極めてまれに瘻孔（組織が欠損して管状の穴ができること）

を形成した例がありますので，経過観察は必要です。リンパ節が化膿して波動を触れるか，皮膚との癒着，

瘻孔の形成，あるいは３cmを超えるほど大きくなれば，INH（イソニコチン酸ヒドラジド）投与などの治

療が必要になりますが，原則として外科手術は必要ありません。


